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本 文 は ア ラ ビ ア 語 専 門 の 外 務 省 員 と し て ３ ９ 年 を 過 ご し

た 著 者 の 波 乱 に み ち た 経 験 を 回 顧 し た も の で あ り 、 ２ ０ １

２ 年 ８ 月 ２ ８ 日 か ら ２ ０ １ ３ 年 １ ０ 月 １ 日 ま で ２ ９ 回 に わ

た っ て 「 A S A H I 中 東 マ ガ ジ ン 」 に 掲 載 さ れ た 回 顧 録 を 、 そ

の ま ま 転 載 し た も の で あ る 。 最 初 の 記 載 か ら す で に ９ 年 間

が 経 過 し て い る が 、 日 本 と 世 界 を 取 り 巻 く 外 交 関 係 が 混 迷

を 極 め て い る 現 在 、 外 交 の 舞 台 で 活 躍 を 目 指 す 若 者 や 、 最

近 の 国 際 関 係 に つ い て 学 び た い と 考 え る 人 々 に と っ て 、 何

ら か の ヒ ン ト に な れ ば 幸 い で あ る 。  

 

第 １ ０ 回 ≪ 南 イ エ メ ン で 一 人 大 使 館 の 開 設 と 大 統 領 処 刑 事 件 ≫  

≪ 南 イ エ メ ン ： 大 使 館 事 務 所 の 開 設 ≫  

ア デ ン に 赴 任 し た 私 は 、 取 り 敢 え ず 、 ク レ セ ン ト ・ ホ テ ル 2 階 の

2 部 屋 ほ ど を 月 極 め 契 約 し て 仮 事 務 所 と し ま し た 。 日 本 外 務 省 の 組

織 上 は ア デ ン 出 張 駐 在 官 事 務 所 で 、 カ イ ロ に 駐 在 す る 特 命 全 権 大 使

の 指 揮 下 に 置 か れ て い ま し た が 、 対 外 的 に は 在 南 イ エ メ ン 日 本 国 大

使 館 と 称 し 、 一 人 し か 居 な い 私 が 臨 時 代 理 大 使 を 名 乗 る こ と に な り

ま し た（ 中 東 調 査 会 の『 中 東・北 ア フ リ カ 年 鑑 1 9 8 1 ~ 8 2』に よ れ ば 、

在 南 イ エ メ ン 日 本 国 大 使 館 の 開 設 は 1 9 7 7 年 5 月 2 8 日 ） 。 し か し 、

大 使 館 と し て の 業 務 が 軌 道 に 乗 る ま で に は 、 当 局 と 交 渉 し て 電 話 を



引 き 、 電 信 ア ド レ ス を 登 録 し て 本 省 に 報 告 、 現 地 で は 調 達 で き な い

事 務 用 備 品 の 送 付 を 本 省 に 依 頼 、 現 地 職 員 の 採 用 手 配 な ど 、 処 理 す

べ き こ と は 山 ほ ど あ り ま し た 。  

先 ず は 着 任 挨 拶 の た め 南 イ エ メ ン 外 務 省 に 外 務 次 官 を 表 敬 訪 問 し

ま し た 。東 京 に 注 文 し た 館 用 車 は 未 だ 到 着 し て い ま せ ん で し た の で 、

ホ テ ル の 前 に た む ろ し て い た タ ク シ ー で 外 務 省 に 向 か い ま し た 。 運

転 手 は 小 柄 で 初 老 の イ エ メ ン 人 で 、 寡 黙 で 純 朴 な 感 じ で し た が 、 黄

色 と 黒 色 に 塗 り 分 け ら れ た タ ク シ ー 特 有 の ボ デ ィ は 煤 け て あ ち こ ち

が 凹 み 、 ド ア の 閉 ま り 具 合 も 不 完 全 で 、 辛 う じ て 走 る よ う な シ ロ モ

ノ だ っ た の を 覚 え て い ま す 。  

し ば ら く し て 、 男 女 2 名 の 現 地 職 員 （ ク ラ ー ク と タ イ ピ ス ト ） を

雇 い ま し た が 、 そ れ ま で の 間 は 、 全 て 私 一 人 で 対 応 せ ざ る を 得 な い

状 況 で し た 。 パ ソ コ ン も な い 当 時 は 、 カ イ ロ か ら 携 行 し て き た 英 語

と ア ラ ビ ア 語 の タ イ プ ラ イ タ ー を 使 っ て 口 上 書 な ど の 書 類 を 自 分 で

作 成 し て い ま し た 。 出 来 上 が っ た 文 書 は 、 ホ テ ル の 前 に た む ろ し て

い た タ ク シ ー 運 転 手 に 頼 ん で 配 達 し て い ま し た 。 当 時 の ア デ ン に は

湿 式 の 青 焼 き コ ピ ー 機 で さ え 普 及 し て い な か っ た 状 況 で し た 。 そ の

た め 、 同 内 容 の 文 書 を 複 数 部 数 作 成 す る 時 や 控 え 用 の 写 し が 必 要 な

時 に は 数 枚 の カ ー ボ ン 紙 を 挟 ん で タ イ プ し て い ま し た 。 1 文 字 で も

打 ち 間 違 え る と 全 て や り 直 し と な り 、苦 闘 し た こ と を 覚 え て い ま す 。 



館 員 が 一 人 し か 居 な い と は 言 え 大 使 館 で す の で 、 在 留 邦 人 保 護 も

重 要 な 仕 事 で す 。 当 時 の ア デ ン に は 私 が 赴 任 す る 以 前 か ら 日 魯 漁 業

（ 株 ） （ 現 在 は 「 マ ル ハ ニ チ ロ 」 に 経 営 統 合 ） の 事 業 所 が あ り 、 部

長 級 の 所 長 の 下 に 5～ 6 人 の 日 本 人 職 員 が 駐 在 し て い ま し た 。 日 本

の 商 社 員 が ビ ジ ネ ス の 可 能 性 を 探 る た め 稀 に 出 張 し て く る く ら い で 、

日 魯 ア デ ン 事 業 所 の 駐 在 員 以 外 に 在 留 邦 人 は 居 ま せ ん で し た 。 私 の

駐 在 は ア デ ン 事 業 所 の 所 長 を 始 め 全 員 か ら 歓 迎 さ れ 、 孤 軍 奮 闘 し た

在 南 イ エ メ ン 日 本 国 大 使

館 事 務 所 の 開 設 に 関 し て

も 、彼 ら か ら 様 々 な 支 援 や

協 力 を 得 ま し た 。今 で も 身

に 沁 み て あ り が た く 思 い

出 さ れ ま す 。   

ア デ ン に 赴 任 し て 間 も

な く 、外 務 省 と 在 エ ジ プ ト

大 使 館 と 私 と の 協 議 の 結 果 、 公 文 書 の 送 付 と 接 受 、 会 計 経 理 な ど の

処 理 に つ い て は 親 公 館 で あ る 在 エ ジ プ ト 大 使 館 の 大 幅 な 協 力 が 得 ら

れ る こ と と な り ま し た 。 ま た 、 そ の 業 務 連 絡 の た め 、 原 則 と し て ２

～ ３ 週 間 毎 に カ イ ロ へ の 出 張 が 認 め ら れ る こ と な り ま し た 。当 時 は 、

乗 継 便 を 含 め て も ア デ ン と カ イ ロ の 間 で 利 用 で き る 飛 行 機 便 数 が 限

ら れ て い た の で 、 カ イ ロ に 行 け る の は 月 に 1 回 程 度 で し た 。  

≪ 南 イ エ メ ン ： 外 交 団 の 一 員 と し て ≫  

さ て 、 新 し く 大 使 館 事 務 所 を 開 設 す る た め に 赴 任 し た 外 交 官 は 、

先 ず は そ の 国 の 外 務 省 に 対 し て 同 人 が 駐 在 の た め に 着 任 し た 旨 を 通

報 す る と 共 に 、 事 務 所 用 の 物 件 を 探 す 必 要 が あ り ま す 。 事 務 所 が 決

ま る と 、先 方 外 務 省 及 び 諸 外 国 大 使 館 に 対 し て 正 式 な 文 書（ 口 上 書 ）

を も っ て 、 日 本 大 使 館 を 何 処 ど こ に 開 設 し 、 誰 そ れ が 大 使 又 は 臨 時
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代 理 大 使 と し て 館 務 の 執 行 を 開 始 し た 旨 を 通 報 し て 、 外 交 団 に 仲 間

入 り す る こ と に な り ま す 。  

当 時 の 南 イ エ メ ン（ イ エ メ ン 人 民 民 主 共 和 国 ）の 首 都 ア デ ン に は 、

社 会 主 義 諸 国 や ア ラ ブ 諸 国 を 中 心 に 2 0 カ 国 ほ ど の 大 使 館 が あ っ た

と 記 憶 し て い ま す 。 ソ 連 、 中 国 、 エ ジ プ ト 、 イ ラ ク な ど の 幾 つ か の

国 は 特 命 全 権 大 使 が 駐 在 し て い ま し た が 、 そ の 他 の 国 の 殆 ど は 近 隣

国 に 駐 在 す る 大 使 が 駐 南 イ エ メ ン 大 使 も 兼 任 し 、 現 地 に は 臨 時 代 理

大 使 が 駐 在 し て い ま し た 。 各 国 大 使 館 を 順 次 表 敬 訪 問 し て 着 任 挨 拶

が ひ と わ た り 終 わ る と 、レ セ プ シ ョ ン な ど に も 招 か れ る よ う に な り 、

各 国 の 外 交 官 と の 会 話 か ら 現 地 事 情 に つ い て 情 報 も 少 し ず つ 得 ら れ

る よ う に な り ま し た 。  

在 ア デ ン 外 交 団 の 一 員 と し て の 生 活 が 始 ま り ま し た が 、 対 外 的 に

は 臨 時 代 理 大 使 を 名 乗 っ て 外 交 団 と 交 際 し な が ら 、 現 地 職 員 も ま だ

雇 用 で き て い な い 時 期 の 事 務 所 で は 、 電 話 番 か ら 書 類 整 理 を 含 む 全

て の 業 務 は 私 一 人 で 対 応 し て い ま し た 。 そ の 中 に は 、 東 京 の 外 務 省

に 業 務 連 絡 電 報 の 発 受 信 、 事 務 所 用 消 耗 品 購 入 や 諸 経 費 な ど に つ い

て 簡 易 出 納 簿 に よ る 会 計 処 理 、 少 額 な が ら も 銀 行 口 座 の 管 理 、 ア デ

ン に 寄 港 す る 日 本 船 の 報 告 証 明 （ 管 海 官 庁 業 務 と 呼 ば れ る 行 政 事 務

の 一 部 ） な ど が あ り ま し た 。 ち な み に 、 当 時 は 東 京 外 務 省 へ の 報 告

は ロ ー マ 字 タ イ プ 打 ち し た 電 報 を ア デ ン で 唯 一 の 民 間 電 報 局 （ 英 国

系 の C a b l e  a n d  W i r e l e s s）の 窓 口 に 持 っ て 行 き 送 信 を 依 頼 し て い ま

し た 。  

≪ 南 イ エ メ ン ： 外 交 文 書 の 交 換 ≫  

私 の ア デ ン 在 任 中 に 、日 本 政 府 の 援 助（ O D A）に よ る 一 般 無 償 資 金

協 力（ 漁 業 訓 練 船 の 供 与： 4 5 0 百 万 円 ）に 関 す る 口 上 書 の 交 換（ 交 換

公 文 ） を 行 っ た こ と が あ り ま す 。 定 め ら れ た 書 式 の 文 書 を 2 通 作 成

し 、 南 イ エ メ ン 政 府 の 外 務 次 官 と 私 が そ れ ぞ れ に 署 名 を し て 交 換 し

ま し た が 、 私 に と っ て は 日 本 政 府 を 代 表 し て 外 交 文 書 に 署 名 し た の



は 初 め て で し た 。 3 5 年 も 前 の こ と な の で 、そ の 正 確 な 日 付 は 覚 え て

い ま せ ん で し た が 、 外 務 省 資 料 に よ れ ば 1 9 7 7 年 9 月 6 日 と な っ て

い ま し た 。  

国 家 元 首 、 首 相 、 外 務 大 臣 、 特 命 全 権 大 使 以 外 が 外 国 と の 間 で 履

行 義 務 を 伴 う 公 文 書 （ 条 約 、 協 定 な ど を 含 む ） に 署 名 す る 場 合 に は

委 任 状 が 求 め ら れ ま す 。 署 名 に 先 立 ち お 互 い に 相 手 側 の 委 任 状 を 確

認 す る 必 要 が あ り ま す が 、 日 本 の 外 務 大 臣 名 の 私 の 委 任 状 は 東 京 か

ら 在 エ ジ プ ト 大 使 館 経 由 で 送 ら れ て き ま し た 。  

文 書 の 交 換 が 終 わ る と 直 ち に 電 報 で 東 京 の 外 務 省 に 報 告 し 、 そ れ

を 受 け て 外 務 省 が 正 式 発 表 す る 段 取 り に な っ て い ま し た 。 事 務 所 に

戻 る と 、 「 交 換 公 文 は 予 定 ど お り 完 了 し た 」 旨 の 電 報 を 外 務 省 あ て

に 発 電 し ま し た 。 口 上 書 を 準 備 し 、 署 名 し 、 報 告 電 報 を 書 い て 、 電

報 局 に 持 っ て 行 く ま で を 私 一 人 で 行 っ た わ け で す が 、 大 使 館 又 は 外

務 省 の 仕 事 の 流 れ を 知 る 上 で 有 益 な 経 験 だ っ た と 思 い ま す 。  

≪ ダ ッ カ 日 航 機 ハ イ ジ ャ ッ ク 事 件 の 余 波 ≫  

1 9 7 0 年 代 の 中 東 世 界 は 、ナ セ ル ・ エ ジ プ ト 大 統 領 の 急 逝（ 1 9 7 0 . 1

0） 、 湾 岸 諸 国 の 独 立 （ 1 9 7 1 . 8～ 1 2） 、 第 ４ 次 中 東 戦 争 （ 1 9 7 3 . 1 0）

と 石 油 危 機 、 エ ジ プ ト ・ イ ス ラ エ ル 和 平 合 意 （ 1 9 7 8 . 9） 、 イ ラ ン 革

命 （ 1 9 7 9 . 2） な ど 、 重 大 事 件 が 立 て 続 け に 起 き た 大 変 動 の 時 期 で し

た 。 他 方 、 日 本 で は 浅 間 山 荘 事 件 （ 1 9 7 2 . 2） に 象 徴 さ れ る 赤 軍 派 の

活 動 が 活 発 化 し た 時 期 で も あ り ま し た 。1 9 7 1 年 に パ レ ス チ ナ を 拠 点

と し て 組 織 さ れ た 日 本 赤 軍 は 、テ ル ア ビ ブ 空 港 乱 射 事 件（ 1 9 7 2 . 5）、

ド バ イ 日 航 機 ハ イ ジ ャ ッ ク 事 件 （ 1 9 7 3 . 7） 、 シ ン ガ ポ ー ル 事 件 （ 1 9

7 4 . 1） と 在 ク ウ ェ ー ト 日 本 大 使 館 占 拠 事 件 （ 1 9 7 4 . 2） 、 ハ ー グ で の

フ ラ ン ス ・ オ ラ ン ダ 大 使 館 襲 撃 事 件 （ 1 9 7 4 . 9） 、 ク ア ラ ル ン プ ー ル

で の 米 ・ ス ウ ェ ー デ ン 大 使 館 襲 撃 事 件 （ 1 9 7 5 . 8） な ど の テ ロ 事 件 を

次 々 に 実 行 し て 世 間 を 震 撼 さ せ て い ま し た 。  



私 が ア デ ン に 単 身 赴 任 し て 4 ヶ 月 ほ ど 経 ち 大 使 館 事 務 所 の 設 営 作

業 も ひ と 段 落 し た 1 9 7 7 年 9 月 末 の あ る 日 、 本 省 か ら の 連 絡 で 赤 軍

派 メ ン バ ー に よ る 日 航 機 ハ イ ジ ャ ッ ク 事 件 （ ダ ッ カ 事 件 ） が 発 生 し

た 旨 知 ら さ れ る と 共 に 、 犯 人 側 が ア デ ン を ハ イ ジ ャ ッ ク 機 の 最 終 目

的 地 と し た い 意 向 を 示 し て い る の で 、 南 イ エ メ ン 政 府 に 受 入 れ を 要

請 す る よ う に と の 指 示 が あ り ま し た 。 1 9 7 7 年 8 月 2 8 日 、 ボ ン ベ イ

（ 現 在 の ム ン バ イ ）を 離 陸 し た パ リ 発 東 京 行 き J L 4 7 2 便（ 乗 客 1 3 7、

乗 員 1 4、D C - 8）が 丸 岡  修 、和 光 晴 生 ら 赤 軍 派 メ ン バ ー 5 名 に ハ イ ジ

ャ ッ ク さ れ て バ ン グ ラ デ シ ュ の 首 都 ダ ッ カ の 空 港 に 着 陸 し 、 犯 人 た

ち が 身 代 金 6 0 0 万 ド ル (当 時 、 約 1 6 億 円 )と 仲 間 9 名 の 釈 放 を 要 求

す る 事 件 が 発 生 し ま し た 。 い わ ゆ る 「 ダ ッ カ 日 航 機 ハ イ ジ ャ ッ ク 事

件 」 （ 1 9 7 7 . 9 . 2 8～ 1 0 . 3） で す 。  

表 向 き は 大 使 館 で す が 、 一 人 し か 居 な い 館 員 で は 先 方 政 府 と の 折

衝 及 び 人 質 の 乗 客 ・ 乗 組 員 が 解 放 さ れ た 場 合 の 対 応 に 万 全 を 期 す こ

と は 困 難 で し た 。 事 の 緊 急 性 と 重 大 性 に 鑑 み て 、 作 業 の 指 揮 及 び 支

援 の た め 急 遽 カ イ ロ か ら 魚 本 藤 吉 郎 大 使 （ 駐 南 イ エ メ ン 大 使 兼 任 ）

と 小 串 敏 郎 在 サ ウ ジ ア ラ ビ ア 大 使 館 一 等 書 記 官 （ リ ア ド 出 張 駐 在 ）

が 直 ち に ア デ ン に 派 遣 さ れ ま し た 。  

魚 本 大 使 は 前 任 地 の シ ン ガ ポ ー ル で 、 在 ク ウ ェ ー ト 日 本 大 使 館 占

拠 事 件 （ 1 9 7 4 . 2） の 前 触 れ と な っ た シ ン ガ ポ ー ル 事 件 （ 1 9 7 4 . 1 . 3 1）

に 遭 遇 し 、 日 本 赤 軍 と パ レ ス チ ナ ・ ゲ リ ラ （ P F L P） の 犯 人 グ ル ー プ

と の 交 渉 を 経 験 し た ベ テ ラ ン 外 交 官 で し た 。 そ の 事 件 の 犯 人 た ち は

日 本 政 府 が 提 供 し た 日 航 特 別 機（ D C 8）で 最 終 的 に ア デ ン に 到 着 し て

南 イ エ メ ン 当 局 に 投 降 し 、 逃 亡 ま し た 。 そ の よ う な 経 緯 も あ っ て 、

今 回 も 南 イ エ メ ン 政 府 に 犯 人 た ち の 受 入 れ を 要 請 す る こ と と な り ま

し た 。  

ア デ ン に 到 着 し た 魚 本 大 使 と ア ラ ビ ス ト 大 先 輩 の 小 串 書 記 官 と 共

に 直 ち に 南 イ エ メ ン 外 務 省 を 通 じ て 人 質 の 安 全 の た め に 本 件 ハ イ ジ

ャ ッ ク 事 件 の 犯 人 受 入 れ を 要 請 し ま し た が 、 今 回 は 南 イ エ メ ン 政 府



と し て は 本 件 テ ロ 事 件 及 び そ の 犯 人 ら と は 無 関 係 で あ る と し て 、 受

入 れ に 難 色 を 示 し ま し た 。双 方 の 間 で 折 衝 が 続 く 中 、 1 0 月 2 日 に な

っ て 、 犯 人 た ち は 人 質 1 1 8 名 を 解 放 し て ハ イ ジ ャ ッ ク 機 で ダ ッ カ を

離 陸 し ま し た 。 ク ウ ェ ー ト 、 ダ マ ス カ ス （ 1 7 名 解 放 ） を 経 由 し て 1

0 月 3 日 に ア ル ジ ェ に 到 着 し て 残 り の 人 質 全 員 が 解 放 さ れ 、 犯 人 た

ち は ア ル ジ ェ リ ア 当 局 に 投 降 し ま し た 。  

1 9 7 5 年 8 月 の ク ア ラ ル ン プ ー ル 事 件 で も 犯 人 側 の 要 求 に よ り 日

本 政 府 が 提 供 し た 日 航 特 別 機（ D C 8）が 最 終 的 に リ ビ ア の ト リ ポ リ 空

港 に 到 着 （ 1 9 7 5 . 8 . 8） し 、 人 質 と 乗 組 員 を 解 放 後 、 犯 人 た ち は リ ビ

ア 当 局 に 投 降 し ま し た 。 当 時 、 在 エ ジ プ ト 大 使 館 に 居 た 私 は 、 本 省

か ら の 指 示 で 同 僚 館 員 と 共 に 急 遽 ト リ ポ リ に 出 張 し ま し た 。 関 連 情

報 の 収 集 と 人 質 の 安 全 確 保 に 万 全 を 期 す よ う リ ビ ア 政 府 に 要 請 す る

の が 役 目 で し た が 、 犯 人 側 に 同 情 的 な リ ビ ア 政 府 の 関 係 者 と の 接 触

や 情 報 収 集 は 殆 ど で き な か っ た と 記 憶 し て い ま す 。 今 回 も 、 遠 く ダ

ッ カ で 始 ま っ た 事 件 に 思 い が け ず 巻 き 込 ま れ た 形 と な り ま し た 。 数

日 間 の 出 来 事 で し た が 、 犠 牲 者 を 出 さ ず に 事 件 が 解 決 し た こ と は 幸

い で し た 。  

≪ 指 導 部 内 の 武 力 抗 争 と ル バ イ ア ・ ア リ 大 統 領 の 処 刑 ≫   

南 イ エ メ ン で は 1 9 6 7 年 1 1 月 の

独 立 以 来 、 ソ 連 の 支 援 を 受 け た

N L F（ 民 族 解 放 戦 線 ）が 主 導 権 を 握

っ て い ま し た 。 シ ャ ア ビ ー 初 代 大

統 領（ 兼 N L F 書 記 長 ）が 1 9 6 9 年 6

月 に 失 脚 し て 以 降 は イ ス マ イ ル

（ A b d e l - F a t t a h  I s m a i l） 書 記 長 、

ル バ イ ア ・ ア リ 大 統 領 （ 大 統 領 評

議 会 議 長 ）、ム ハ ン マ ド（ A l i  N a s e r  

M u h a m m a d） 首 相 に よ る ト ロ イ カ 体 制 が 続 い て い ま し た 。 そ の 間 、 ど

ち ら か と 言 え ば 穏 健 派 で 民 族 主 義 路 線 の 大 統 領 と 親 ソ 連 派 で 急 進 的
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な 社 会 主 義 路 線 の 書 記 長 と の 確 執 が 徐 々 に 深 ま っ て い た よ う で す 。

独 立 1 0 周 年 目 の 1 9 7 7 年 1 1 月 に N L F は N F P O（ 民 族 戦 線 政 治 組 織 ）

と 改 称 し 、 イ ス マ イ ル 書 記 長 が 党 内 序 列 第 1 位 と な っ て 実 質 的 に 南

イ エ メ ン の 最 高 実 力 者 に な り ま し た 。 そ の 結 果 、 両 者 の 路 線 対 立 は

決 定 的 と な り 、 ル バ イ ア ・ ア リ 大 統 領 が 巻 き 返 し を 図 ろ う と し ま し

た が 、 ム ハ ン マ ド 首 相 が 書 記 長 側 に つ い た こ と で 挫 折 し て 大 統 領 は

粛 清 さ れ ま し た 。  

私 が ア デ ン に 赴 任 し た 頃 に は 、 ル バ イ ア ・ ア リ 大 統 領 は 既 に 8 年

間 も 国 家 元 首 の 座 に あ り ま し た 。 駐 南 イ エ メ ン 大 使 を 兼 ね て い た 駐

エ ジ プ ト 日 本 国 大 使 が 1 9 7 7 年 に 同 大 統 領 に 信 任 状 を 奉 呈 し た 際 に

私 も 同 席 し た こ と は 前 に 書 き ま し た 。 そ れ か ら 1 年 も 経 た な い 1 9 7

8 年 6 月 2 6 日 に 、南 イ エ メ ン 指 導 部 内 で の 権 力 争 い が 表 面 化 し て 武

力 抗 争 に 発 展 し 、 ル バ イ ア ・ ア リ 大 統 領 が 処 刑 さ れ る 事 件 が 起 き た

わ け で す 。  

信 任 状 奉 呈 式 の 際 に 同 大 統 領 と 直 接 言 葉 を 交 わ し た 私 に は 、 カ リ

ス マ 性 と 共 に 温 厚 な 人 柄 を 感 じ さ せ る 人 物 と の 印 象 を 持 ち ま し た 。

私 は 外 務 省 在 職 中 に 少 な か ら ず の ア ラ ブ の 指 導 者 と 直 接 言 葉 を 交 わ

し た 経 験 が あ り ま す 。 い ず れ も そ の 国 の 最 高 指 導 者 と し て 周 辺 の

人 々 を 惹 き つ け る カ リ ス マ 性 を 持 っ た 人 た ち で し た が 、 ル バ イ ア ・

ア リ 大 統 領 を 含 め て サ ウ ジ ア ラ ビ ア の フ ァ イ サ ル 国 王 、 イ ラ ク の サ

ッ ダ ー ム ・ フ セ イ ン 大 統 領 （ 当 時 は 革 命 評 議 会 副 議 長 ） 、 リ ビ ア の

カ ダ フ ィ 指 導 者 な ど 幾 人 か の 指 導 者 は そ の 後 不 本 意 な 死 を 遂 げ て い

ま す 。 そ の よ う な 報 道 を 耳 に す る た び 毎 に 、 ア ラ ブ 世 界 の 政 権 運 営

の 想 像 を 超 え る 厳 し さ を 感 じ さ せ ら れ ま し た 。  

 

≪ 武 力 抗 争 の 勃 発 と 邦 人 保 護 ≫  

1 9 7 8 年 6 月 2 6 日 の 午 前 中 、 い つ も の と お り ク レ セ ン ト ・ ホ テ ル

の 2 階 に あ る 事 務 所 で 書 類 整 理 な ど を し て い ま し た が 、 丘 の 向 こ う



の 大 統 領 官 邸 と 思 わ れ る 方 向 か ら 断 続 的 に 爆 発 音 が 聞 こ え て き ま し

た 。 階 下 に 降 り て ホ テ ル の マ ネ ー ジ ャ ー に 事 情 を 尋 ね る と 、 ク ー デ

タ ー 未 遂 が あ っ た よ う で 一 部 で は 未 だ 戦 闘 が 続 い て い る よ う な の で

ホ テ ル の 外 に は 出 な い 方 が 良 い と の 話 で し た 。 普 段 で も 人 通 り が 多

く な い 町 で し た が 、 街 角 に は 全 く 人 影 が 見 え ま せ ん で し た 。 た だ な

ら ぬ 様 子 に 緊 張 感 が 走 り ま し た 。  

こ の よ う な 異 変 が あ れ ば 、 先 ず す る べ き こ と は 在 留 邦 人 の 安 否 確

認 で す 。 事 務 所 が あ る ホ テ ル に は た ま た ま 前 日 に 到 着 し た 東 京 の 外

務 省 か ら の 出 張 者 が 滞 在 中 で し た 。 そ の 他 、 唯 一 の 在 留 邦 人 で あ る

日 魯 ア デ ン 事 業 所 関 係 者 の 所 在 と 安 全 は 直 ぐ に 確 認 で き ま し た 。 歩

い て 数 分 の と こ ろ に 外 国 人 旅 行 者 が 宿 泊 す る 可 能 性 の あ る ホ テ ル が

も う 一 つ あ り ま し た の で 、 周 辺 に 注 意 を 払 い な が ら 徒 歩 で そ の ホ テ

ル に 赴 い て 念 の た め に 確 認 し ま し た が 、 邦 人 の 滞 在 客 は 居 ま せ ん で

し た 。 や が て 、 B B C の ア ラ ビ ア 語 放 送 で も ア デ ン で の 武 力 抗 争 に つ

い て 伝 え 始 め 、 事 務 所 の 近 く で も 散 発 的 な 銃 声 が 聞 こ え る よ う に な

り ま し た 。 昼 過 ぎ に は ジ ェ ッ ト 戦 闘 機 が 飛 来 し て 数 度 に わ た り 大 統

領 官 邸 と 思 わ れ る 方 向 を 爆 撃 す る の が 事 務 所 の 窓 か ら 見 え た の を 覚

え て い ま す 。  

次 に す る べ き こ と は 、 ア デ ン に 居 る 邦 人 全 員 の 無 事 を 確 認 し た こ

と を 東 京 の 外 務 省 に 連 絡 す る こ と で す 。 急 い で 東 京 に 電 報 し よ う と

思 い ま し た が 、 外 部 と の 連 絡 が 遮 断 さ れ た と の 未 確 認 情 報 も あ っ た

の で 、 安 全 上 か ら も 事 務 所 か ら 離 れ た と こ ろ に あ る 電 報 局 ま で 行 く

こ と を 断 念 し 、 別 途 の 方 法 を 考 え せ ざ る を 得 ま せ ん で し た 。 折 に 触

れ て 僻 地 公 館 勤 務 の 難 し さ や 面 白 さ な ど に つ い て 話 す 間 柄 に な っ て

い た 西 ド イ ツ の 臨 時 代 理 大 使 が 、 彼 の 事 務 所 は 駐 北 イ エ メ ン 西 ド イ

ツ 大 使 の 指 揮 下 に あ り 、 ア デ ン か ら の 日 常 連 絡 は 在 サ ナ ア の 西 ド イ

ツ 大 使 館 に 無 線 で 送 信 し 、 そ こ か ら 本 国 に 伝 え ら れ て い る と 言 っ て

い た こ と を 思 い 出 し ま し た 。 早 速 、 彼 に 電 話 し て 事 情 を 説 明 し 、 在

ア デ ン の 日 本 人 は 全 員 無 事 と の 英 文 メ ッ セ ー ジ を 日 本 外 務 省 に 伝 達



す る よ う 依 頼 し ま し た 。 そ の メ ッ セ ー ジ は サ ナ ア と ボ ン を 経 由 し て

東 京 に 届 け ら れ た こ と は 後 で 聞 き ま し た 。 当 時 の 西 ド イ ツ 臨 時 代 理

大 使 の 好 意 的 な 対 応 に は 今 で も 感 謝 し て い ま す 。  

ル バ イ ア ・ ア リ 大 統 領 は そ の 日 の う ち に 軍 事 裁 判 に か け ら れ て 死

刑 を 宣 告 さ れ 、即 日 処 刑 さ れ た こ と で 翌 日 に は 事 態 が 収 束 し ま し た 。

一 時 的 に 閉 鎖 さ れ て い た ア デ ン 空 港 も 再 開 さ れ 、 本 省 と の 連 絡 も 取

れ な い 状 況 で 日 程 や 経 路 の 変 更 も 懸 念 し て い た 東 京 か ら の 出 張 者 は 、

当 初 予 定 の 便 で 出 発 し ま し た 。  

 

≪ 南 イ エ メ ン か ら ヨ ル ダ ン へ ≫  

そ の 後 し ば ら く し て 、 私 の ア デ ン 単 身 在 勤 は 終 わ り と な り 、 1 9 7 8

年 7 月 に 在 ヨ ル ダ ン 日 本 国 大 使 館 に 異 動 と な り ま し た 。 あ れ や こ れ

や で 結 構 忙 し い 日 々 で し た が 、 ア デ ン で の 生 活 は 色 々 と 有 益 な 経 験

が で き た 時 期 で も あ っ た と 思 い ま す 。  

 ア デ ン に は 家 族 を 同 伴 す る こ と は 困 難 で し た の で 単 身 赴 任 と な り

ま し た 。 そ の 間 は カ イ ロ に 残 し た 妻 と 2 人 の 息 子 は 同 伴 家 族 と は 認

め ら れ ず 、 配 偶 者 （ 同 伴 ） 手 当 や カ イ ロ で の 住 宅 手 当 の 支 給 が 停 止

さ れ た こ と は 前 に も 書 き ま し た 。 当 時 の 在 エ ジ プ ト 日 本 国 大 使 館 の

上 司 を 通 じ て 再 三 に わ た り 善 処 を 懇 請 し ま し た が 、 打 開 策 が 見 出 せ

な い ま ま 離 任 の 時 期 を 迎 え ま し た 。 結 局 、 カ イ ロ に 居 残 っ た 妻 と 2

人 の 息 子 の 生 活 の た め に ア デ ン に 出 稼 ぎ に 行 っ た 形 に な り ま し た が 、

私 の 後 任 者 は 幸 い 独 身 者 で し た の で 、そ の 問 題 は あ り ま せ ん で し た 。 

1 年 2 ヵ 月 ほ ど の 短 い 任 期 で し た が 、 仕 事 上 も 生 活 上 も 不 自 由 な

と こ ろ で 大 使 館 事 務 所 を 設 立 す る と い う 経 験 か ら 、 多 く の 事 を 学 び

ま し た 。 困 難 な 環 境 に あ る 時 に 頂 い た 人 々 の 支 援 や 協 力 が 、 身 に 沁

み て あ り が た く 感 じ ら れ た こ と を 今 で も 思 い 出 し ま す 。 （ 続 く ）  
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